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環境保全活動

環境経営のコンセプト

私たちが事業活動を行う際に、地球環境へかける

負荷は極小化する責任があると考えます。そのため、

独自に定めた環境経営指標で厳しく評価し、生産で

使用するエネルギーや産業廃棄物の削減など、環境

負荷を低減させるための活動に取り組んでいます。

また、提供する製品・サービスが、お客様の工程で

使用される際にも環境負荷低減を実現できるよう、

環境配慮型製品の開発も推進しています。

環境経営指標の推移

日東電工グループでは、独自の環境効率指標とそ

の目標値を定め、地球温暖化防止を中心とした環境

負荷低減活動に取り組んでいます。

日東電工グループが定めた環境経営指標（環境負荷

付加価値生産性）は、私たちが創出した付加価値に対

して事業活動が与える環境負荷を表す指標です。事業

活動によって創出した付加価値を、付加価値※注1を生

み出すために要した環境負荷量※注2で割ることで算出

します。２００５年度を基準として２０１５年度までに効率

を２倍（指数を200）にすることを目標にしています。

※注1	:	売上高から、材料費、外注費、エネルギーコストを引いた値
※注2	:	CO2排出量をベースにエネルギー、産廃、VOCなどを当社独自

の係数を用いて換算した値（単位:ton-EI）

温室効果ガス

大気汚染物質
化学物質

溶剤 産業廃棄物

我々の活動により発生する地球環境負荷は、
我々の責任で極小化

お客様が日東電工グループ製品を使用されるこ
とで、地球環境負荷を低減
〈例示〉
従来の方法・製品に比べ省エネに貢献

制振・補強により、自動車の軽量化に寄与

事業活動に伴う地球環境負荷の低減 地球環境に役立つビジネスの展開

逆浸透膜モジュール

制振材 鋼板補強材

美しい地球と地域環境を次世代に
日東電工グループは、地球規模から地域までの環境を保全するために、経営理念および環境自主行動計画等
に則り、「事業活動に伴う環境負荷の低減」と「環境保全に貢献するビジネスの展開」を両輪として、環境経営
を推進しています。
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２０１０年度は、２０１５年度目標の中間地点であり、高

い目標を掲げて環境負荷低減活動に取り組みました。

環境負荷量は２００９年度実績の横ばいとなりました

が、環境負荷量に対する創出した付加価値が向上し、

指標は１３６でした。２０１５年の目標を実現するために、

これまでの環境負荷低減活動を継続しながら、さらに

エネルギー効率のよい製品・プロセス、有機溶剤を使

用しない製品の開発に取り組んでいきます。あわせ

て、高付加価値製品の創出にも力を入れていきます。

認証関係

2010年度は、下記のグループ会社が新たにISO 

14001:2004を取得しました。

2010年4月 日昌プレシジョンマレーシア（ペナン工場）

2010年6月 上海日東光学有限公司

2011年2月 日東電工オートモーティブバージニア
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CO2排出量
420,582ton

製造プロセス
溶剤を含む原材料
219,074ton

購入材料
製品　144,540ton

溶剤大気排出
1,099ton

廃プラリサイクル = 6,708ton
溶剤リサイクル = 13,935ton

産廃・外部処理  　47,078ton

産廃・溶剤焼却量　47,047ton
最終処分    　202.6ton

溶剤　41,049ton

購入エネルギー　152,130kℓ（原油換算量） 

48,788.3kℓ（原油換算量） 

用水使用量　4,603,276ton

INPUT OUTPUT

排水　3,981,409ton

エネルギーリサイクル

マテリアルリサイクル20,643ton

年度 2005 2006 2007 2008 2009 2010
付加価値
（百万円） 318,098 310,714 410,835 328,264 298,890 409,971
環境負荷
(ton-EI) 876,846 869,820 975,421 815,973 814,210 832,488

指標 0.363 0.357 0.421 0.402 0.367 0.492
（指数） 100 98 116 111 101 136

■環境負荷量･環境経営指標(連結)

■環境経営指標の推移（付加価値÷環境負荷）（連結）

事業活動におけるマテリアルフロー（単体）
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環境保全活動

環境パフォーマンスデータ推移
～地球温暖化防止に向けて～

日東電工グループでは、地球温暖化防止に向けて、

事業活動に伴い発生するCO2の削減活動に取り組ん

でいます。CO2の主な発生要因はエネルギー使用に

伴うもので、エネルギー使用効率の向上や省エネ活

動に積極的に取り組んでいます。

２０１０年度のCO2排出量原単位（生産高百万円あ

たりに対するCO2の排出量）は、前年度より約６％向

上しました。CO2排出量は２００５年度から比較して

7.5％（約５０，０００ton）の削減はできたものの、さら

なる削減のためには新たな活動に取り組む必要があ

ります。これまではCO2排出の少ない燃料への転換

など、環境に与える負荷が少ないエネルギーの導入

を中心として取り組んできました。次のステップとし

て、製造時の環境負荷が低い製品やプロセスの開発

に取り組んでいます。一例として、紫外線を使って効

率的に少ないエネルギーで生産するUV重合や、有

機溶剤を使用しないエマルション重合などが挙げら

れます。環境にやさしい技術を拡大していき、更なる

CO2の削減活動に取り組んでいきます。

●日本経済団体連合会の低炭素社会実行計画への参画

2009年12月、日本経団連は2050年の世界の温室効果ガス排出半減目標の達成に向け、「低炭素社会実

行計画」の基本方針を公表しました。実行計画の趣旨に賛同し、私たち日東電工グループも所属する日本

化学工業協会を通じて本実行計画に参加を表明しています。目標の達成に向けて、CO2削減活動に取り組

んでいきます。
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環境パフォーマンスデータ推移
～資源の有効利用～

日東電工グループの生産活動から発生する廃棄物

は、固形物と廃液が大半を占めています。固形廃棄

物は、テープの端部やフィルムの打ち抜きカス、工程

の切り替え時に発生するロスなどが挙げられます。ま

た廃液は、エレクトロニクス関連製品を製造する際の

エッチング廃液やヨウ素廃液が挙げられます。固形廃

棄物は、粘着テープや光学フィルム関連の製造で、廃

液はエレクトロニクスの回路基板などの製造で多く発

生しています。

２０１０年度の廃棄物発生量は、前年度と比較して売

上高の伸びと廃棄物発生量の増加率がほぼ同じとな

りました。国内拠点を中心に廃棄物の有効活用に取

り組んだ結果、発生した廃棄物の内訳では有価物発

生量を前年度より増加させることができました。有価

物とは、燃料や材料として再利用が可能なもので、売

却ができます。廃棄物有効活用率（全廃棄物発生量

に対する有価物発生量の割合）は２％向上しました。

廃棄物をいかに有効利用するかという取り組みも

大変重要な取り組みですが、日東電工グループは廃棄

物発生量の削減を目標としています。廃棄物が発生

するということは、投入した資源を効率よく利用でき

ていないということだからです。今後は廃棄物が発生

しない製造プロセスの開発にも取り組んでいきます。
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環境保全活動

環境パフォーマンスデータ推移
～有機溶剤の削減～

日東電工グループは製品製造時に使用する有機溶

剤の削減に取り組んでいます。有機溶剤の使用量削

減は、環境負荷を低減させるだけではなく、人の健康

や火災や爆発のリスクを回避することにもつながるか

らです。

日東電工グループでは、有機溶剤を使用する際の

環境へ与える影響を極小化するために、大気汚染防

止を目的として脱臭装置（有機溶剤ガスの燃焼装

置）や、溶剤回収装置の設置に取り組み、現在、ほ

ぼすべての生産ラインに設置しています。しかし、

１００％の処理は難しいため、２０１０年度は、有機溶剤

の使用量が前年度より増えたことから、排出量も増え

ました。 

有機溶剤の使用量を削減するために、有機溶剤を

使用しない製品の開発にも積極的に取り組んでいま

す。近年、地球環境保全の観点から有機溶剤を使用

しない、エマルション重合やＵＶ重合が注目されてい

ます。それぞれの技術は他の技術にはないメリットが

あり、日東電工が持つ基幹技術やこれまでの経験を

活かして優れた製品特性を実現し、日東電工グルー

プ全体へ展開していきます。
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●低VOC再はく離可能両面テープ（No.5000E）

日東電工グループが提供する環境配慮型の製品は年々増えてきています。

低VOC再はく離可能両面テープ（No.5000E）は有機溶剤をほとんど使用

していない製品の１つです。有機溶剤を使用していないことも１つの長所で

すが、両面テープに求められる高い保持性能と剥がしたいときに簡単にはが

すことができるという性能を備えています。この両面テープのように、今後

も環境にやさしい技術で優れた性能を持つ製品開発に取り組んでいきます。
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取り組み事例

マテリアルフローコスト会計の
国際標準化

マテリアルフローコスト会計（Material Flow 

Cost Accounting 、略してMFCA）は、 製造プロ

セスにおける資源やエネルギーのロスに着目して、

そのロスに投入した材料費、加工費、減価償却費など

を「負の製品のコストとして、総合的にコスト評価を

行う原価計算、分析の手法」で、日東電工グループで

は、豊橋事業所で2000年に日本で初めて試験導入を

行いました。

その後、マテリアルフローコスト会計は日本が主導

で、国際標準化を進めています。2011年度中に国際

標準化機構（ISO）が「ISO14051」として発行する

見通しです。私たち日東電工グループは世界中に環

境にやさしいモノづくりを広めるため、マテリアルフ

ローコスト会計の国際標準化・普及活動に協力してい

ます。

「日本経団連生物多様性宣言」
推進パートナーズ

日本経団連は、生物多様性により一層配慮した事

業活動を推進するため、取り組みにあたっての基本的

な考え方として「日本経団連生物多様性宣言」を公

表しています。生物多様性は持続可能な社会にとっ

て重要な基盤であるため、日東電工は１９９７年から推

進パートナーズとなり活動を支援しています。

環境写真2010

2009年度から日東電工グループでは、社員の環境

意識啓蒙を目的として「グリーンデザインアクション

（Green Design Action）」を展開しています。昨年度

の「UNEP世界環境写真展～Focus on Your World

～」に続く活動として、日東電工グループ全従業員によ

る環境写真コンテスト「環境写真2010」を開催しまし

た。美しい自然環境をとらえた作品、自然や環境問題に

ついて改めて考えるきっかけを与えてくれる作品など、

国内外から多数の応募作品が寄せられました。従業員

の環境意識の更なる向上を目指して、今後も活動を展

開していきます。

マレーシア企業の視察（日東電工 豊橋事業所）

「丹頂の舞」

「Who make flood」


